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全
建
総
連
は
、
十
一
月
二
〇

日
、
東
京
日
比
谷
公
園
野
外
音

楽
堂
に
て
「
十
一
・
二
〇
建
設

不
況
打
開
・
生
活
危
機
突
破
予

算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
」
を

開
催
し
、
中
小
建
設
業
者
の
仕

事
お
こ
し
、
建
設
国
保
の
育

成
・
強
化
に
つ
い
て
訴
え
ま
し

た
。
建
設
長
崎
か
ら
は
、
北
村

副
委
員
長
、植
田
執
行
委
員（
長

建
国
保
議
長
）、
長
島
執
行
委

員
（
同
前
議
長
）、
田
上
書
記

長
、
事
務
局
よ
り
原
田
主
任
が

参
加
し
ま
し
た
。

大
会
主
催
者
を
代
表
し
杉
本

執
行
委
員
長
よ
り
「
今
、
建
設

産
業
に
係
わ
る
我
々
仲
間
は
、

戦
後
最
大
の
危
機
的
な
状
況
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。
全
国
七
〇

万
の
仲
間
と
共
に
建
設
不
況
打

開
生
活
危
機
突
破
の
た
め
に
先

頭
に
立
っ
て
頑
張
り
ま
す
。」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
各
政
党
や
、
そ
の
他
関
係

団
体
よ
り
激
励
と
連
帯
の
挨
拶

を
受
け
ま
し
た
。

建
設
長
崎
で
は
、
九
州
地
協

を
代
表
し
て
田
上
書
記
長
が

〝
怒
り
の
訴
え
〞
を
し
ま
し
た
。

（
保
険
局
交
渉
に
つ
い
て
）

厚
生
労
働
省
交
渉
団
は
、
保

険
局
交
渉
に
五
八
名
で
参
加
し
、

交
渉
に
臨
み
ま
し
た
。
厚
生
労

働
省
か
ら
は
、
武
田
国
保
課
長
、

遠
藤
課
長
補
佐
、
山
下
監
理
係

長
、
久
保
主
査
の
四
名
が
出
席
。

「
国
民
医
療
の
拡
充
と
建
設
国

保
の
育
成
・
強
化
を
求
め
る
要

請
書
」
を
国
保
課
長
へ
手
渡
し

交
渉
に
入
り
ま
し
た
。

国
保
組
合
に
対
す
る
国
庫
補

助
に
つ
い
て
、
武
田
国
保
課
長

は
、「
来
年
以
降
は
不
透
明
な

状
況
で
あ
り
、
我
々
も
不
要
な

部
分
は
削
り
、
必
要
な
部
分
に

つ
い
て
は
強
く
要
請
し
て
い
く

つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。」
と
一

定
の
考
え
方
を
述
べ
た
上
で

「
概
算
要
求
額
に
つ
い
て
は
厳

し
い
部
分
で
あ
り
ま
す
が
、
必

要
な
部
分
は
必
要
と
言
う
こ
と

で
強
く
要
請
し
ま
す
。」
と
い

う
回
答
に
留
ま
り
ま
し
た
。
ま

た
、
特
定
健
診
等
の
県
費
助
成

の
問
題
に
つ
い
て
は
「
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
の
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に

我
々
が
言
う
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
が
、
事
務
費
負
担
金
に
つ
い

て
は
確
保
に
努
力
し
て
参
り
ま

す
。」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
特
別
助

成
の
確
保
に
つ
い
て
は
例
年
以

上
の
厳
し
さ
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
の
予
算
要
求
確
定
ま
で
地

元
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
な

ど
全
国
の
仲
間
と
共
に
取
り
組

ん
で
行
き
ま
す
。

【
厚
生
労
働
省
】

要
望
に
沿
っ
て
頑
張
る

十
一
月
六
日
�
に
佐
世
保
市
労
働
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
「
建
設
長
崎
労
働
安

全
推
進
大
会
」（
県
北
地
区
）
が
総
勢
七

八
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
安
全
大
会
は
建
設
現
場
で
働
く
労

働
者
の
労
災
事
故
撲
滅
を
目
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

大
会
で
は
、
労
災
事
故
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
へ
の
黙
祷
後
、
相
川
執
行
委
員
長
よ

り
主
催
者
を
代
表
し
て
の
挨
拶
、
そ
の
後

各
支
部
よ
り
推
薦
さ
れ
た
五
名
の
事
業
所

へ
「
労
働
安
全
功
労
賞
」
の
表
彰
と
「
長

崎
労
働
局
長
賞

功
績
賞
」
を
授
与
さ
れ

た
佐
世
保
東
支
部
長
丸
田
勉
氏
へ
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

次
に
、
記
念
講
演
と
し
て
「
木
造
住
宅

建
築
工
事
に
お
け
る
安
全
対
策
等
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
佐
世
保
労
働
基
準
監
督

署
第
二
課
長
の
古
川
寿
満
氏
よ
り
身
近
な

事
例
を
上
げ
な
が
ら
安
全
対
策
に
対
す
る

講
演
が
あ
り
、
参
加
者
全
員
が
真
剣
に
聞

き
入
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
佐
世
保
北
支
部
小
林
支
部
長

よ
り
「
安
全
の
誓
い
」
が
宣
言
さ
れ
、
皆

さ
ん
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
安
全
功
労
賞
受
賞
者

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

末
竹

義
隆

�
末
竹
建
設

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

長
田

信
広

�
長
田
建
設

（
佐
世
保
東
支
部
）

柚
元

美
則

�
柚
元
工
務
店

（
佐
世
保
北
支
部
）

松
田

直

松
田
直
建
築（

北
松
支
部
）

林

敏
英

�
林
建
設

（
平
戸
支
部
）

組
合
で
は
、
長
建
国
保
の
運

営
に
欠
か
せ
な
い
平
成
二
十
一

年
度
国
保
助
成
金
（
補
助
金
）

の
満
額
確
保
に
向
け
、
組
合

員
・
家
族
の
皆
様
に
ハ
ガ
キ
要

請
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
一
六
、
七
九
五
通
の

要
請
ハ
ガ
キ
を
集
約
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
佐
世
保

北
、
北
松
、
平
戸
の
三
支
部
が

目
標
の
組
織
の
二
・
五
倍
を
達

成
し
、
取
り
組
み
に
大
き
な
力

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
組
合
員
・

ご
家
族
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

予
算
要
求
・
生
活
危
機
突
破
中
央
総
決
起
大
会

全
国
よ
り
六
、
七
六
三
人
の

仲
間
が
結
集
�
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平
成
二
十
年
秋
の
叙

勲
を
前
田
顧
問
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
氏
の
永
年
に
わ
た
る
県
勢
の
振
興
と
地
方

自
治
の
発
展
、
職
業
訓
練
の
功
績
に
よ
り
「
旭
日
小

綬
章
」
の
受
章
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
個
人
の
栄
誉
に
と
ど
ま
ら
ず
私
ど
も

建
設
長
崎
に
と
り
ま
し
て
も
誇
り
で
あ
る
と
存
じ
ま

す
。伝

達
式
は
十
一
月
四
日
に
県
庁
で
、
拝
謁
は
十
一

月
十
三
日
皇
居
「
豊
明
殿
」
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

定
例
県
議
会
が
十
一
月
二
十

六
日
か
ら
十
二
月
十
七
日
ま
で

開
か
れ
ま
す
。

今
回
は
特
に
緊
急
を
要
す
る

と
し
て
、中
小
企
業
向
け
の「
経

営
安
定
対
策
資
金
」
を
初
日
に

緊
急
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
県
が
金
融
機
関

に
三
十
億
円
を
預
託
し
、
金
融

機
関
と
合
わ
せ
た
五
十
億
円
の

融
資
枠
を
設
定
し
、
最
近
三
カ

月
の
平
均
売
上
高
が
前
年
同
期

の
売
上
高
よ
り
三
％
以
上
減
っ

た
中
小
企
業
に
対
し
て
、
運
転

資
金
と
し
て
二
・
二
五
％
（
保

証
料
込
み
）
で
貸
し
付
け
が
行

わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
年
末
を
迎
え
、
ま

す
ま
す
厳
し
い
現
況
を
乗
り
切

る
手
立
て
と
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
少
な
く
と
も
金
融
機
関
の

貸
渋
り
、
貸
し
は
が
し
に
は
厳

し
い
目
を
向
け
て
行
き
ま
す
。

県
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
図
が
示
さ
れ
、

論
議
が
活
発
化
し
て
来
ま
し
た
。

民
間
諮
問
機
関
の
懇
話
会
も
、

全
体
像
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に

入
り
、
議
会
県
庁
舎
特
別
委
員

会
も
資
金
問
題
の
協
議
に
入
り
、

今
後
、
魚
市
跡
地
の
液
状
化
に

つ
い
て
の
検
討
、
そ
し
て
移
転

の
可
否
に
つ
い
て
の
協
議
に

入
っ
て
行
き
ま
す
。

組
合
国
保
の
特
定
健
診
実
施

に
つ
い
て
、
長
崎
県
と
し
て
助

成
を
お
願
い
す
る
要
請
行
動
を

医
師
国
保
、
歯
科
医
師
国
保
、

薬
剤
師
国
保
、
建
設
国
保
の
四

者
連
名
で
十
一
月
十
四
日
に
行

い
ま
し
た
。

毎
年
膨
ら
む
厚
生
予
算
の
中

で
新
た
な
助
成
制
度
は
厳
し
い

と
の
県
部
長
の
返
答
で
し
た
が
、

国
保
組
合
の
日
常
的
な
活
動
に

つ
い
て
は
十
分
に
理
解
を
示
さ

れ
、
若
干
で
も
景
気
の
好
転
が

見
ら
れ
れ
ば
、
ぜ
ひ
と
も
助
成

を
願
い
た
い
旨
を
強
く
要
請
し

て
き
ま
し
た
。

十
一
月
十
五
日
十
六
日
の
二
日
間
、

動
植
物
園
の
江
頭
園
長
か
ら
の
要
請

を
受
け
、
地
域
の
活
性
化
を
願
い
、

亜
熱
帯
動
植
物
園
で
三
回
目
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
回

を
重
ね
る
ご
と
に
作
業
内
容
も
増
え
、

今
回
は
、
既
存
の
喫
煙
所
を
丸
太
な

ど
使
っ
て
の
「
緑
の
相
談
所
」
製
作

と
な
り
ま
し
た
。
一
日
目
は
午
後
か

ら
雨
の
中
の
作
業
と
な
り
、
昼
休
み

も
そ
こ
そ
こ
に
夕
方
ま
で
雨
に
ぬ
れ

な
が
ら
慌
し
い
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
相
談
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
な
る
方
々
に
よ
る
炊
き
出
し
も

あ
り
な
が
ら
、
見
事
完
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
日
頃
の
仕

事
以
上
に
力
が
入
り
、
熱
心
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
動
植
物
園
の
皆
さ
ん

も
出
来
栄
え
に
大
変
大
喜
び
で
し
た
。

（
西
平
）

十
一
月
十
三
日
�
、
爽
や
か

な
秋
晴
れ
の
中
、
本
部
主
婦
会

日
帰
り
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

大
島
造
船
所
と
大
島
醸
造
を
見

学
し
ま
し
た
。
大
島
造
船
所
は

主
に
貨
物
船
が
建
造
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
日
本

一
と
い
う
巨
大
な
ク
レ
ー
ン
で

各
ブ
ロ
ッ
ク
を
組
立
て
て
い
く

様
子
は
ま
る
で
大
き
い
プ
ラ
モ

デ
ル
を
組
立
て
て
い
る
よ
う
で

皆
さ
ん
興
味
深
く
見
学
し
て
い

ま
し
た
。
大
島
醸
造
で
は
芋
、

麦
の
焼
酎
を
試
飲
す
る
こ
と
が

で
き
、
お
み
や
げ
に
た
く
さ
ん

買
っ
て
い
ま
し
た
。
見
学
後
は

大
島
ア
イ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
主

婦
会
、
書
記
局
あ
わ
せ
て
百
九

名
が
参
加
し
懇
親
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
岡
�
副
会
長
の
開
会

の
挨
拶
後
、
荒
木
会
長
、
相
川

執
行
委
員
長
か
ら
挨
拶
を
受
け
、

金
子
県
議
か
ら
は
「
県
庁
舎
建

て
替
え
に
つ
い
て
経
過
と
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
」
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
新
鮮

な
お
料
理
を
頂
き
な
が
ら
金
子

副
会
長
の
進
行
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン

ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
と
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
楽
し
い

ひ
と
時
を
す
ご
し
里
副
会
長
の

閉
会
の
挨
拶
で
研
修
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

（
堀
川
）

参
加
者

（
敬
称
略
）

西
野

勉

大
島

弘
雄

大
島

和
敏

塚
本

芳
美

末
竹

義
隆

宮
野

喜
吉

坂
中

重
志

末
吉

重
一

長
田

信
廣

小
林

健
治

吉
元

隆
一

柚
元

美
則

福
田

栄
治

松
瀬

康
孝

迎

政
博

白
岩

哲
平

吉
居

一
義

岩
永

健
一

橋
本

伝
三

相
川
委
員
長

田
上
書
記
長

第
三
十
七
回
県
技
能
士
大
会

が
十
一
月
二
十
日
、
ウ
ェ
ル
シ

テ
ィ
長
崎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、「
職
業
能
力
開
発

促
進
月
間
」
行
事
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
、
技
能
士
の
社
会
的

地
位
の
向
上
を
目
指
し
て
約
二

〇
〇
名
の
皆
さ
ん
が
出
席
。

は
じ
め
に
立
石
暁
副
知
事
が
、

「
今
回
受
賞
さ
れ
た
方
々
へ
敬

意
を
表
し
ま
す
。
今
後
も
県
産

業
界
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
金
子
知
事
の
あ

い
さ
つ
を
代
読
。

県
技
能
士
会
連
合
会
の
前
田

富
雄
会
長
は
「
技
能
士
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
で
大
変
厳
し
い
状
況
だ

が
、
人
材
育
成
が
重
要
な
課
題
。

社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

知
事
表
彰
に
優
れ
た
技
能
者

と
し
て
、
建
設
長
崎
組
合
員
三

名
の
方
を
含
む
十
名
の
皆
さ
ん

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

表
彰
者
（
建
設
長
崎
組
合
員

の
皆
さ
ん
）
は
、
次
の
方
々
で

す
。

順
不
同
、
敬
称
略

【
知
事
表
彰
】

優
れ
た
技
能
者

・
須
藤

輝
久（
建
築
大
工
）

北
松
支
部

・
本
田

秀
夫（
型
枠
大
工
）

佐
世
保
中
央
支
部

・
永
田

正
伸（
板
金
工
）

浦
上
西
支
部

【
県
職
業
能
力
協
会
会
長
表
彰
】

技
能
伝
承
功
労
者

父
子
孫
三
代
に
わ
た
る
技
能
士

取
得
者

�
永
田
板
金
工
業
所

永
田

金
生
・
正
伸
・
一
幸

県
議
会
だ
よ
り

１７

佐世保市亜熱帯植物園のボランティア活動

地域の活性化を願い
雨の中奉仕作業 佐世保

官公需業者会

平平
成成
二二
十十
年年
秋秋
のの
叙叙
勲勲
でで

前前
田田
富富
雄雄
顧顧
問問（（
前前
県県
議議
））がが

「「
旭旭
日日
小小
綬綬
章章
」」をを

受受
章章
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

心心
よよ
りり
おお
祝祝
いい
申申
しし
ああ
げげ
まま
すす
。。

△朝長佐世保市長と全員で記念撮影

第第
三三
十十
七七
回回
県県
技技
能能
士士
大大
会会

旭日小綬章褒章額

優優
れれ
たた
技技
能能
者者
とと
しし
てて

組組
合合
員員
三三
名名
がが
表表
彰彰
ささ
れれ
るる

△左端 前田会長 左から２番目 永田さん 右から２番目 本田さん 右端 須藤さん

△相川委員長より受章祝いの花束を受け取る前田顧問

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎
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新品・中古工具、足場、資材買い取り、販売�
※こんな時ご利用下さい。ゴミで困ったら当店で解決!!
●不景気で道具、車、重機、生活用品など買い取り、�
　引き取り、処分してほしい�
�●工具などを授けて資金作り�
　（当店は質屋営業もしております）�
�●リサイクル店だから、冷蔵庫、洗濯機、エアコン、�
　テレビなどの有料引き取り処分（一部買い取りあり）�

国道204号線（マルキョウ大野店駐車場前）�

左石�
親和銀行�
大野支店�

西肥バス�
大野営業所�

大野�

マルキョウ大野店�ほっかほっか亭�
至
柚
木�

至佐世保市街�
至平戸

�

ココ�

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

十
一
月
十
五
日
�
、
長
崎
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
選
手
・

応
援
団
含
め
て
四
十
八
人
の
参

加
で
第
二
回
目
と
な
る
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

始
め
に
簡
単
な
開
会
式
を
済

ま
せ
、
金
子
県
議
の
始
球
式
で

プ
レ
ー
ス
タ
ー
ト
。
前
回
同
様
、

親
睦
交
流
そ
っ
ち
の
け
で
、
皆

さ
ん
優
勝
目
指
し
て
真
剣
に
楽

し
ん
で
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
そ
の
時
に

よ
っ
て
好
・
不
調
が
出
や
す
い

波
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
回
は
全
体
的
に
皆

さ
ん
ス
コ
ア
が
伸
び
悩
ん
で
い

た
よ
う
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、

今
回
、
団
体
の
部
で
見
事
優
勝

を
飾
っ
た
チ
ー
ム
は
、
三
人
で

総
得
点
「
九
〇
八
点
」
の
ハ
イ

ス
コ
ア
を
出
し
た
「
大
塚
さ
ん

チ
ー
ム
」
で
し
た
。
個
人
の
部

で
は
上
位
二
名
が
三
ピ
ン
差
の

接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
二

ゲ
ー
ム
と
も
一
七
〇
ア
ッ
プ
の

安
定
し
た
ハ
イ
ス
コ
ア
で
ト
ー

タ
ル
「
三
五
三
点
」
の
ス
ゴ
腕

を
披
露
し
た
「
江
崎
晃
史
さ

ん
」
が
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

最
後
に
当
日
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
次
回
の
開
催
を
楽
し
み
に
、

今
度
は
優
勝
を
目
指
し
て
、

こ
っ
そ
り
練
習
に
励
ん
で
頂
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。
な
お
、
今

回
の
ス
コ
ア
を
知
り
た
い
方
は

支
部
の
方
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

願
い
ま
す
。

（
大
賀
）

十
一
月
一
日
�
・
二
日
�
の

二
日
間
ガ
マ
ダ
ス
ま
ち
づ
く
り

住
ま
い
づ
く
り
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
十
六
回
目
を
数
え
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
平
成
十
三

年
か
ら
は
南
高
来
郡
全
町
の
参

加
に
よ
り
、
毎
年
、
開
催
場
所

を
代
え
、
今
回
は
、
南
島
原
市

み
そ
五
郎
祭
り
と
の
合
同
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

島
原
支
部
で
は
、
支
部
協
会

と
合
同
で
、
住
宅
の
棟
上
げ
と

木
工
教
室
（
本
棚
・
ス
ノ
コ
作

成
）
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
が
手
狭
で
祭
り
会
場
か

ら
は
ず
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り

一
日
目
は
な
か
な
か
人
も
集
ら

ず
、
心
配
し
ま
し
た
が
、
二
日

目
の
日
曜
日
に
は
、
子
供
た
ち

が
大
勢
集
ま
り
、
大
変
賑
わ
い

ま
し
た
。

（
尾
崎
）

十
一
月
三
日
�
文
化
の
日
、

茂
木
分
会
で
は
毎
年
恒
例
の

「
茂
木
地
区
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

に
協
賛
し
て
の
住
宅
デ
ー
を
組

合
員
、
主
婦
会
合
せ
て
二
十
九

名
の
参
加
で
茂
木
フ
ェ
リ
ー
乗

り
場
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
前
日
か
ら
の
雨
の
影

響
に
よ
り
開
催
が
危
惧
さ
れ
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
の
や
る
気
で

何
と
か
開
始
直
前
に
は
雨
も
上

が
っ
て
無
事
に
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催

は
で
き
た
も
の
の
客
入
り
が
心

配
で
し
た
が
、
そ
れ
も
全
く
問

題
な
く
開
始
前
か
ら
包
丁
を
研

い
で
貰
お
う
と
、
た
く
さ
ん
の

地
域
住
民
の
皆
さ

ん
が
集
ま
っ
て
、

昨
年
以
上
の
賑
わ

い
を
見
せ
て
皆
さ

ん
一
本
一
本
丁
寧

に
包
丁
を
磨
ぎ
あ

げ
て
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
マ
ナ
板
削
り
の
方

も
毎
年
来
ら
れ
て
い
る
せ
い
か
、

大
分
薄
く
な
っ
た
マ
ナ
板
を

持
っ
て
来
ら
れ
る
方
や
、
漁
港

の
町
な
ら
で
は
の
魚
を
叩
い
た

跡
が
随
所
に
見
ら
れ
る
凹
凸
し

た
マ
ナ
板
を
持
っ
て
来
ら
れ
た

方
も
い
て
、
削
る
側
と
し
て
も

「
ひ
ど
く
薄
く
な
り
過
ぎ
な
い

よ
う
に
」
気
を
使
い
な
が
ら
丁

寧
に
削
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
修
了
時

間
を
迎
え
、
終
わ
っ
て
み
る
と

百
七
十
七
本
の
包
丁
研
ぎ
と
、

十
五
枚
の
マ
ナ
板
削
り
を
行
い

ま
し
た
。

最
後
に
、
当
日
は
悪
天
候
の

中
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
茂
木
分
会
・
山
口
）

参
加
者

（
敬
称
略
）

坂
口

忠
義

田
森

勝

太
田

俊
一

太
田

寿
俊

山
口

龍
志

山
口
大
志
郎

石
橋

廣
喜

樋
口

正
人

山
本

孝
義

大
平

高
好

吉
岡

照
國

小
川

友
也

川
原

亀
喜

手
水

鐵
吉

栗
田

芳
男

大
石

直

馬
渡

正
幸

山
下

廣
造

田
上
義
高（
大
浦
）

馬
場
ヒ
ロ
子

栗
田
ミ
ド
リ

内
野

計
子

川
原

幸
枝

吉
岡

茂
子

山
口
美
佐
江

太
田

昌
子

樋
口
須
磨
子

馬
渡
ヒ
ロ
子

金
子
喜
久
枝

相
川
委
員
長

湯
布
院
〜
熊
本

日
ご
と
秋
深
ま
り
、
紅
葉
の

季
節
に
染
ま
っ
た
十
一
月
。

九
日
、
十
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
、
佐
世
保
中
央
支
部
旅
行

を
実
施
し
ま
し
た
。

総
勢
二
十
三
名
の
一
団
は
久

し
ぶ
り
の
支
部
旅
行
と
あ
っ
て
、

意
気
揚
々
と
事
務
所
を
出
発
。

最
初
の
見
学
地
、
高
塚
地
蔵

尊
を
ほ
ど
ほ
ど
に
、
八
鹿
酒
造

で
試
飲
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
ん
だ

後
、
湯
布
院
へ
到
着
。

ほ
ん
の
り
赤
み
が
か
か
っ
た

顔
も
、
湯
布
院
の
町
並
み
を
散

策
し
終
え
る
頃
に
は
い
い
あ
ん

ば
い
に
…
。

九
重
の
夢
大
橋
で
橋
上
か
ら

の
朱
色
の
景
色
に
浸
っ
て
ま
も

な
く
、本
日
の
お
宿『
悠
々
亭
』

へ
。
二
十
四
種
の
温
泉
三
昧
で

汗
と
疲
れ
を
流
し
た
後
は
、
お

待
ち
か
ね
懇
親
会
。
歌
に
、
舞

踊
に
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
親
睦

を
深
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

翌
日
か
ら
阿
蘇
神
社
に
て
厳

か
な
雰
囲
気
を
味
わ
っ
た
後
に

向
か
っ
た
阿
蘇
山
頂
へ
。
し
か

し
向
か
っ
た
阿
蘇
山
は
霧
深
く

急
遽
予
定
変
更
の
事
態
に
。
な

ら
ば
と
向
か
っ
た
熊
本
な
ら
で

は
の
馬
刺
し
の
店
が
大
好
評
で
、

皆
さ
ん
の
財
布
の
紐
も
ゆ
る
み

が
ち
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

旅
の
締
め
く
く
り
に
訪
れ
た

熊
本
城
で
は
、
復
元
さ
れ
た
本

丸
御
殿
を
覗
き
込
み
、
一
同

揃
っ
て
感
嘆
の
た
め
息
。
見
つ

め
る
瞳
に
は
職
人
と
し
て
の
厳

し
さ
が
篭
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。大

き
な
事
故
も
な
く
、
無
事

終
え
た
支
部
旅
行
。
ご
参
加
の

皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
西
平
）

中
央
支
部

島原支部

ままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすままままままままままままままままままままままままままままままままままままいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
～棟上げ、木工教室を開催～

スダマガ原島

茂木分会
～茂木地区ふれあい祭り協賛～
中央支部

佐世保中央支部旅行

古物商許可・質屋許可
生活サポート館
佐世保市瀬戸越４‐７‐１６
TEL・FAX（０９５６）４９‐３３２１

営業時間
AM１０：００～PM１８：００
日曜日の営業は

PM１６：００まで
定休日

第１・第３・第５日曜日

△阿蘇草千里で記念撮影

ボボ
ウウ
リリ
ンン
ググ
大大
会会

〜
四
十
八
名
の
参
加
で
楽
し
く
プ
レ
ー
〜△優勝した大塚さんチーム
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1
January

旗
開
き

2
February

税
金
申
告

3
March

技
能
競
技
大
会

4
April

４
・
２
総
決
起
集
会

5
May

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

6
June

青
年
部
大
会

7
July

定
期
大
会

8
August

支
部
大
会
・
慰
霊
祭

9
September

住
宅
デ
ー

10
October

運
動
会

11
November

労
働
安
全
大
会

12
December

予
算
要
求
行
動

●
建
設
長
崎
新
春
旗
開
き

（
一
月
五
日
）

●
各
支
部
新
春
旗
開
き

（
一
月
十
一
日
〜
一
月
二
十
五
日
）

●
中
小
建
設
業
協
会
新
春
交
流

会
・
新
春
講
演
会（

一
月
十
八
日
）

●
本
部
主
婦
会
新
年
の
集
い

（
一
月
二
十
三
日
）

●
消
費
税
申
告
受
付
・
一
括
申
告

組
合
一
括
申
告
三
八
八
名

●
長
建
国
保
健
康
保
険
更
新
受
付

●
建
設
業
許
可
変
更
届
け
受
付

（
個
人
）

●
青
年
技
能
競
技
大
会

（
三
月
二
十
三
日
）

七
支
部
十
二
名
の
参
加

●
春
季
拡
大
行
動
の
取
り
組
み

ス
タ
ー
ト

●
建
設
長
崎
組
織
強
化
・
拡
大

対
策
委
員
会

●
青
年
部
大
会

（
六
月
二
十
五
日
）

次
代
を
担
う
青
年
部
員
一
〇

九
名
が
集
結

●
長
崎
県
と
防
災
協
定
を
締
結

（
六
月
十
八
日
）

中
小
建
設
業
協
会
が
社
会
貢

献
活
動
の
取
り
組
み

●
第
七
十
九
回
メ
ー
デ
ー

●
賃
金
宣
伝
行
動

●
九
地
協
企
業
交
渉

（
五
月
二
十
二
日
〜
二
十
三
日
）

●
支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
五
月
十
八
日
）

●
春
季
拡
大
行
動

●
専
門
学
院
入
校
式

●
労
働
保
険
年
度
更
新
受
付

●
４
・
２
生
活
危
機
突
破
総
決

起
集
会
・
デ
モ
行
進

賃
金
と
仕
事
確
保
・
生
活
を

守
る
た
め
二
〇
二
名
参
加
で

開
催

●
長
崎
県
知
事
交
渉

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ス

タ
ー
ト

●
春
季
お
得
意
先
回
り

●
建
設
長
崎
第
六
十
三
回
定
期

大
会

組
合
の
活
性
化
を
図
り
組
織

拡
大
・
内
部
強
化
を
実
現
し

よ
う

（
七
月
十
九
日
〜
二
十
日
）

●
主
婦
会
総
会
百
十
一
名
参
加

（
七
月
一
日
）

●
中
小
建
設
業
協
会

第
三
十
二
回
総
会

（
七
月
二
十
八
日
）

●
長
建
国
保
組
合
会

（
七
月
二
十
八
日
）

●
建
設
技
術
専
門
学
院
総
会

（
七
月
二
日
）

●
建
設
労
働
一
一
〇
番

（
七
月
二
十
七
日
）

●
各
支
部
大
会
の
開
催

全
体

一
〇
七
六
名
が
参
加

（
八
月
二
十
日
〜
九
月
九
日
）

●
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭（

八
月
九
日
）

●
浦
上
川
万
灯
流
し

（
八
月
九
日
）

●
組
織
強
化
・
拡
大
対
策
委
員
会

（
八
月
十
九
日
）

●
各
支
部
住
宅
デ
ー
開
催

包
丁
研
ぎ
・
木
工
教
室
・
住

宅
相
談
等
を
実
施

●
秋
季
拡
大
行
動
の
取
り
組
み

ス
タ
ー
ト

●
組
織
強
化
・
拡
大
研
修
会

（
九
月
二
十
五
日
）

拡
大
目
標
達
成
を
確
認

二

一
二
名
参
加

●
長
建
国
保
臨
時
組
合
会

●
大
村
市
長
要
請
行
動

●
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

特
別
助
成
満
額
確
保
に
む
け

て
実
施

●
税
金
学
習
会
の
開
催

●
各
支
部
忘
年
会
を
開
催

●
福
岡
国
税
局
交
渉

（
十
二
月
十
九
日
）

●
県
北
労
働
安
全
推
進
大
会

（
十
一
月
六
日
）

●
本
部
主
婦
会
日
帰
り
研
修
会

（
十
月
十
二
日
）

●
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
二
〇

〇
八

（
十
一
月
三
十
日
）

●
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
学
習
会

（
十
一
月
十
二
日
〜
十
四
日
）

●
仕
事
確
保
得
意
先
回
り
行
動

●
組
合
員
家
族
慰
安
大
運
動
会

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と

八
六
一
名
が
参
加

●
全
建
総
連
山
口
大
会

（
十
月
十
五
日
〜
十
七
日
）

●
佐
世
保
よ
さ
こ
い

（
十
月
二
十
五
日
〜
二
十
六
日
）

七
回
目
の
出
場
で
充
実
し
た

演
舞
が
で
き
た

●
ま
ち
づ
く
り
総
合
住
宅
フ
ェ
ア

（
十
月
十
二
日
・
二
十
六
日
）

●
所
得
税
の
申
告
受
付
・
一
括

申
告

組
合
を
通
し
て
二
三
六
三
名

が
申
告

●
各
支
部
賃
金
活
動
者
会
議
を

開
催

●
消
費
税
引
き
上
げ
大
衆
増
税

反
対
署
名
（
三
三
二
五
枚
）

●
長
建
国
保
理
事
会

●
長
建
国
保
組
合
会
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